
構造・非構造部材以外の

機能維持に関する他都市事例

資料５



１階床と高潮・想定津波高さ

　高い構造性能を有する中間免震に加え制振装置を配置したハイブリッド免震を採用することにより、
万一の大災害時における建物の損傷防止に加え、什器の転倒を防止します。さらに、主要な設備機器を
津波による浸水の恐れのない高さ（4階）に設置するとともに、7日間使用できる非常用電源と飲料水・
トイレ洗浄水を確保することで、災害時にも市庁舎機能を維持し、業務を継続できます。

(1～2階、4～7階)

4～7階

外部デッキと屋内ロビーは、
津波からの避難滞溜スペース
としても機能

防潮板で減災レベルの
津波高さに対応

大岡川

「地震到達前のエレベーター停止」
「地震後の建物状態を早期把握」
の２つの機能で在館者の安全を確保

電気室・熱源・
空調機械室・受水槽室

高潮レベル TP+3.1m

アトリウム

master
タイプライターテキスト
※横浜市新庁舎整備パンフレットから抜粋

master
長方形

master
テキストボックス
事例①　横浜市

master
タイプライターテキスト
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master
長方形

master
長方形

master
テキストボックス
事例②　川崎市

master
タイプライターテキスト
※川崎市新本庁舎設計概要から抜粋

master
タイプライターテキスト
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岡山市新庁舎　基本設計 A-15

2-5．防災計画

2-5．防災計画

▼1FL　　　　

▼高さ約87m 

▼PH2FL       

▼PH1FL       
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▼12FL          

▼11FL          
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▼8FL            

▼7FL            

▼6FL            

▼5FL            

▼4FL            

▼3FL            

▼2FL(GF)     
▼M2FL         

北 南

オープンスペースの
活用

緊急車両の駐車、物資の集積場

雨水流出抑制槽、緊急用排水槽、水蓄熱槽、雑用水槽（雨水利用）

コージェネレーション           

　ヘリポート　

非常用発電設備　               
2階_待合ひろば・展示スペース(り災証明書発行などの臨時窓口)

1階エントランスホール（一時避難者の受け入れ）

大屋根ひろば(ボランティアセンターの設置)

利便施設・段々ひろば(飲食店舗と連携した炊き出し)

マンホールトイレ

受水槽(上水・雑用水)             

免震層を利用した備蓄倉庫    

電源車対応                           

副受水槽

1階床は浸水想定高さ以上

オイルタンク　3日間分
電力

電力

中圧ガス

電力の２回線引込
中圧ガス利用

▼浸水想定高さ 0.5m未満

耐震性の高い中圧ガスを利用し、
電気をつくり、発電時の熱を有効利用。
停電時に発電装置として電源確保。

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

主要な設備機器は免震層の上階に設置

駐車場備蓄倉庫 車寄せロータリー

待合ひろば

利便施設

エントランスホール

市民窓口

議場 中庭

災害対策関係諸室

市長関係諸室

北区防災対策本部室市民窓口

免震構造

耐震+制振
ハイブリッド構造

免震装置

駐車場

駐車場

委員会室・議員控室

電気室・機械室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

機械室・屋外機置場

展望ロビー

新大供公園

駐車場

周辺施設整備事業
（2期工事）

新庁舎整備事業
（1期工事）

免震構造と制振構造のハイブリッドとした中間免震構造
〇大規模地震発生時に主要機械室や災害対策関係諸室の機能確保を図るた
め、「免震構造」を採用します。

〇免震エキスパンション可動部への立ち入りなどの危険性に配慮し、免震
層位置は中間層とします。

〇免震層下部には、制振ダンパーを配置して地震時の揺れを抑え、天井落
下や什器転倒等のリスクを低減します。

〇コア回りの耐震ブレースと最上階に設けたハットトラス※により、「メガ
フレーム※」を構成し、耐震性を向上させます。

　※ 3. 構造計画　S-2　構造概要パース参照

地震対策

豪雨・洪水等への対応
〇ハザードマップの浸水想定高さ（+500 ㎜未満）より１階床を高く設定
します。

〇主要な設備機器は浸水の恐れがない５階に配置します。
〇駐車場出入口などへ防潮板を設置し、地下ポンプ室などの扉は水密タイ
プとし、地階の浸水に備えます。

電力会社からの電源途絶に対する複数の電源対応
〇電力会社からの引込みは２回線とし、信頼性を高めます。
〇備蓄燃料による３日間の非常用発電設備、耐震性の高い中圧都市ガスを
用いたコージェネレーションシステムの採用に加え、電源車対応設備を
備え、電源を確保します。

〇サーバー機器等の重要機器にはＵＰＳ（交流無停電電源装置）から電源
供給し、停電や一時的な電圧低下によるデータ損失リスクを回避します。

中圧ガスの採用
〇耐震性が高く途絶しにくい中圧ガスを引込み、空調やコージェネレーシ
ョンに供給します。

柔軟な機能転換
〇 1階エントランスホールでは、一時避難者を受け入れます。収容人数は
約 200 人を想定しています。

〇 2階待合ひろばや大屋根ひろばでは、応急的な臨時窓口（り災証明書発
行など）や災害ボランティアの受付窓口に転換し、支援物資の搬入はロ
ータリー及び 1階駐車場（2期工事）を利用することで、物資と人の動
線を明確に分離します。

〇 2期工事の新大供公園や段々ひろばでは、給水車の乗入れや利便施設と
連携して、炊出しを行うことも想定しています。

〇災害時に必要となる空間や動線をあらかじめ見込んだ庁舎とし、日常→
災害への迅速な機能転換を行い、人や物流の混乱リスクを低減します。

防災拠点機能の強化
　市民の安全安心を支えるために、庁舎周辺で想定される様々な自然災害 (地
震・水害など ) に加え、都市型災害 ( 大規模停電など ) にも対応し、業務継
続が可能な防災拠点機能の強化を図ります。

防災計画断面イメージ

水害対策

停電対策

エネルギー対策

スペース対応

災害対策本部室災害対策本部室

マンホールトイレ（新大供公園）マンホールトイレ（新大供公園）

出典：国土交通省ホームページ　https://www.mlit.go.jp/

出典：国土交通省ホームページ　https://www.mlit.go.jp/ 出典：国土交通省ホームページ　https://www.mlit.go.jp/ 出典：経済産業省資源エネルギー庁ホームページ　https://www.enecho.meti.go.jp/

出典：出典：農水省広報誌 aff( あふ )2019 年 9 月号　
　　　https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1909/spe1_04.html

出典：政府広報オンライン　https://www.gov-online.go.jp/ 出典：災害写真データベース　
　　　http://www.saigaichousa-db-isad.jp/

物資集積（駐車場・ロータリー）物資集積（駐車場・ロータリー） 臨時窓口・ボランティアセンター（待合ひろば）臨時窓口・ボランティアセンター（待合ひろば）

災害対策本部会議災害対策本部会議

一時避難者の受入スペース（エントランスホール）一時避難者の受入スペース（エントランスホール）

将来的には有人ドローンも活用（ヘリポート）将来的には有人ドローンも活用（ヘリポート）

2階2階1階1階

6階6階 7階7階

master
テキストボックス
事例③　岡山市

master
長方形

master
タイプライターテキスト
※岡山市新庁舎基本設計から抜粋
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タイプライターテキスト
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（参考）熊本市庁舎構造ヘルスモニタリングシステム

●導入目的：熊本市庁舎が、再び熊本地震のような大地震に

より被災した場合に、構造ヘルスモニタリング

システムから建物の安全性や被災度状況に関す

る情報を得ることにより、避難指示や建物の継

続使用可否の判断を迅速に行うため。

●契約時期：令和元年（２０１９年）１１月１日～

令和６年（２０２４年）６月３０日
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（参考）熊本市庁舎構造ヘルスモニタリングシステム
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